
10,000人以上の
来訪者に迅速で

タッチレスの入場を提供

4,500台以上の
駐車場管理を向上

ビジネスパーク管理の
セキュリティ、拡張性、
データインサイトを提供

パートナーシップの力 - ASUS IoTとSkidataが
ブラジルのビジネスパークの入退場と駐車場の管理を変革

ブラジルのペリーニビジネスパークの事例
ブラジル（南米）のペリーニビジネスパークは、280万平方メートルを

超える面積を有し、世界14カ国から250社を超える企業の拠点と

なっています。平均して、1万人以上がこのパークに集まり、その半数は

車で訪れます。現在、車で来場する際はセキュリティゲートの前で停車

する決まりになっています。まず、運転手が身分証明書を提示し、パー

クスタッフが本人確認を行い、車のナンバープレート、車種、色を記録し

ます。その後、来訪者にタグが渡され、ゲートが開くというプロセスで

す。この間、1台あたり60秒から90秒の時間がかかるのが現状です。

ピーク時には、この作業で入場ゲートの停滞をもたらすこともあり、来

訪者だけでなく多忙な警備スタッフにも不満がたまる要因になってい

ます。パーク管理者には、入場体験について多くの不満が寄せられまし

た。そのため、安全性を損なうことなく入場プロセスを迅速化させるこ

とが急務になっていました。

こうした状況でのセキュリティは入退場の確認で管理されますが、来場

する車のすべての搭乗者の情報を把握しながらプロセスの有効性を

高めることは、運用上の課題となっていました。

そのため、この複合施設では、よりスマートな駐車場管理を導入し、駐

車のしやすさと個々の駐車場内の駐車スペースの利用率を向上させ

ることに、関心が寄せられていました。

職場やスポーツ、レジャーイベントに車や人がどのようにアクセスする

か。その方法によって利用者の体験は大きく変わります。長い間、セ

キュリティと収容管理の面から手続きに時間がかかり、不満がたまるの

が普通でした。入退場時には手作業で証明書を確認してきたため、

ピーク時には長い行列ができたものです。しかし、今では、デジタル化

されたプラットフォームと人工知能（AI）を搭載したスマートモビリティ

と来訪者管理ソリューションによって、来訪者のエンドツーエンドの旅

を大幅に向上することができます。

導入事例
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パートナーシップを通じた
個別サポートと技術的専門知識
ペリーニビジネスパークのニーズに対応するソリューションを見つけ

出すために、世界有数の組込みソリューションプロバイダである

ASUS IoTと、車と人のためのアクセスソリューションで世界トップク

ラスのプロバイダであるSk i d a t aの戦略的提携が実現しました。

Sk idataは、アムステルダム・スキポール空港やロンドン・ヒースロー

空港などの国際空港を含め、世界中で駐車場管理設備を提供していま

す。このパートナーシップは、共同創造、共同開発、共同獲得というアプ

ローチに基づいており、両組織はそれぞれの中核となる専門知識を最

大限に活用することができます。

ビジネスプロセスの進化と
新しいプロジェクトの到来
ブラジルのペリーニビジネスパークのプロジェクトは現在、稼働に向け

て動き出しており、稼働後はパークへの入退場と駐車のしやすさが目

を見張るほど改善されるでしょう。さらに、拡張可能な駐車場ソリュー

ションとして、リアルタイムの駐車状況検知、アラート、モバイル決済、

モバイル認証、道案内などの開発が可能で、

ASUS IoTがプロジェクトの指揮を執り、高度なハードウェア設計とソ

フトウェア開発能力、完全なIoT製品ポートフォリオとAIソリューショ

ン、長期的な稼働に耐えるIPCグレードのプラットフォームを提供しま

した。一方、Skidataは、セキュアで柔軟かつ高速なアクセスソリュー

ションに関する卓越した知識を持っていました。ASUS IoTとSkida-

taは、プロジェクトの構想、初期設計から展開、試運転、将来的な拡張

性まで、エンドツーエンドのソリューションを提供します。

ASUS IoTとSkidataは、エンジニアリングチーム間の緊密な連携に

より、ペリーニビジネスパークの来訪者向けに、デジタル技術をベース

とした革新的な入退場管理・駐車場管理システムを開発しました。これ

は、セキュリティを維持しながら入退場プロセスを迅速化し、パーク管

理者に貴重なデータを提供し、将来のサービス向上に利用できるシス

テムです。このソリューションは、

完全にタッチレスな入場体験を提供します。事前にウェブサイトから

車と搭乗者の入場登録を行います。入場時には、ナンバープレート認

識技術により滞りなく自動的に手続きが処理され、迅速にゲートを通

過することができます。インタラクティブでダイナミックな駐車場管理

サイネージに誘導され、それぞれの駐車場所へ簡単にたどり着くこと

ができます。

コラボレーションモデルでASUS IoTは、Tinkerシステム、マザーボー

ド、エッジコンピュータ、ナンバープレート認識ツールキットで構成され

るハードウェアとAIを開発しました。具体的には、まずTinker Edge R

です。小型でパワフルなシングルボードコンピュータで、エッジデバイス

に究極のパフォーマンスを提供します。内蔵のRockchip NPU AIア

クセラレータにより、最大負荷時の消費電力はわずか1.5ワットで、1秒

で最大3テラオペレーションが可能です。Rockchip NPUはニューラ

ルネットワーク・アーキテクチャに最適化されているため、T i n k e r 

Edge Rは機械学習モデルの複数のフレームワークに対応することがで

きます。Tinker Edge Rは、デスクトップグレードのx86 CPUと比較

して高いパフォーマンスと低い電力消費を実現し、さまざまなシーンで

使用できます。ASUS IoTのALPR Edge AI Dev Kitは、包括的な

自動ナンバープレート認識ソリューションです。ALPRソリューションは

Tinker Edge Rを搭載しており、最大99%の精度で高い干渉性能を

発揮し、既存のビジョンベースのインフラストラクチャと簡単に統合する

ことができます。

Skidataは、デジタルサイネージ、現場での支払い、チケット運用、ゲー

トを担当しました。両パートナーは、すべてのシステムとテクノロジーが

シームレスに機能するよう、製品のバンドルと統合を管理しました。

トーマス・ピューリンガー氏は、次のように述べています。「素晴らしいプ

ロジェクトでした。ASUS IoTは、強力なハードウェアとAIのノウハウを

提供してくれただけでなく、必要とする経験を持つ必要な人材を集める

という優れたパートナーシップネットワークも取り入れてくれました。こ

のユニークなアプローチのおかげで、私たちは得意とすることに集中す

ることができました。プロジェクトでの協力は非常にスムーズで、これま

でのところ素晴らしいプロセスでした。」

ASUS IoTとSk idataが共同開発したスマート入退場・駐車場管理

ソリューションは、以下のことを可能にします：

車両ナンバープレート認識による15秒以内の高速アクセス

1日4,500台以上の駐車場管理を改善し、稼働率を向上

ビジネスパーク管理のための重要な統計に基づくインサイト

リアルタイムの駐車状況検知などの拡張可能なソリューション

1日を通して10,000人以上の来訪者の体験を向上



パーク内の全体的なオペレーションをさらに充実させ、将来のオペ

レーションに備えて貴重なデータをパーク管理者に提供します。トーマ

ス・ピューリンガー氏は、「このソリューションは、プロジェクト開始時に

パーク管理者が指摘した入退場に関するペインポイントを完璧に克服

しています。そして、このシステムは完全に拡張可能であり、次のス

テップに向けて多くの可能性を秘めています」と述べています。

ASUS IoTとSkidataは、今後もCo-Winning戦略の恩恵を受け、相互

に補完的なスキルと技術で協力し、スポーツ会場やスキーリゾートなどで

車だけではなく人の入退場管理をも変革させるでしょう。例えば、Skida-

taのシステムは、ピーク時には1時間当たり70,000枚以上のスキーチ

ケットを販売しており、年間で世界中のスキーリゾートの80%が同社の

システムを導入しています。同社のソリューションは、ミュンヘンのアリア

ンツ・アレーナやリスボンのエスタディオ・ダ・ルスなど、200以上のスタジ

アムで使用されています。ASUS IoTとSkidataは、これらのプロセスを

改良し、向上させるための素晴らしい展望を描いており、AIを活用した最

先端のデジタルプラットフォームを展開していきます。

欧州・中東・アフリカ（EMEA）担当ビジネス開発・パートナーシップディ

レクターであるシルビア・クオ（Si lv ia  Kuo）氏は、次のように述べて

います。「このプロジェクトはパートナーシップの力を示すものであり、

私たちは大きな可能性を共に模索しています。顔認識やナンバープ

レート認識といった新しいテクノロジーによって、これらのシームレス

なアクセス体験を生み出すには、高度なコンピュータデバイスとAIア

ルゴリズムが必要です。それゆえに、私たちはSkidataと共に今後も

協力していくことを楽しみにしています。」

SKIDATAシニア・ディレクター　Thomas Pühringer
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私たちは、ASUS AIoTパートナーアライアンスプログラムに参加し、ASUS IoTの専門
知識を活用できることを大変嬉しく思っています。私たちは共に、革新的な入退室管理と

駐車場管理システムを作り上げることができます。


